
武蔵野の公園で見られるトンボ　武蔵野の都立公園では、レンジャーが
自然を守り、その素晴らしさを伝えています。

1．シオヤトンボ（トンボ科）　　
・4～7月　・大きさ40~46mm
・平地からきゅうりょう地のしっ地や田んぼで見られる。
4月に入ると一番にあらわれるトンボ。
田んぼのあぜなどにはりついてとまる。
オスは体に水色のこなをふく。
メスの体はおうど色でおなかの横に黒いすじがある。メスの体はおうど色でおなかの横に黒いすじがある。
わかいオスは、体の色がメスににて、くべつしにくい。

3．コシアキトンボ
　                                  (トンボ科）
・6～9月・大きさ42~48mm
・平地から山地の木かげのある
　池、ぬまやゆるやかな流れ。
こしに白いおびがある黒いトンこしに白いおびがある黒いトン
ボ。オスのおびは、はじめ黄色
いがだんだん白くなる。メスの
はねの先には黒い班がある。

5．ショウジョウトンボ（トンボ科）　
・5～10月　・大きさ41~55mm
・平地からきゅうりょう地の池、ぬま、しっ地、田んぼ
オスははじめはメスと同じオレンジ色だが、頭からおしりの先
までまっ赤になる。メスは赤くならずオレンジ色のままで、は
ねが金色に光りとても美しい。
オスは夏のころから赤いので、赤トンボとはよばない。オスは夏のころから赤いので、赤トンボとはよばない。
※秋に赤くなるとんぼのことを赤トンボという。

※オスとメスで体の色やもようがちがうものはそれぞれ写真をのせています。
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